
                            

                            

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
年
）
の
西
日
本
豪
雨
を
は
じ
め
、

近
年
災
害
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
気
象
情
報
は
こ
れ

ら
災
害
に
対
処
す
る
重
要
な
手
が
か
り
で
も
あ
り
、
ま
た
、
過

去
の
災
害
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
は
、
防
災
の
た
め
の
調
査
研

究
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
気
象
業
務
を
担
う
滋
賀
県
彦
根
測
候
所
（
現･

彦
根
地
方
気
象
台
）
が
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
年
）
九
月
、

犬
上
郡
彦
根
町
大
字
丸
之
木
第
五
四
番
地
（
現･

彦
根
市
城
町

二
丁
目
五
番
二
五
号
）
に
設
立
さ
れ
、
翌
月
十
月
一
日
よ
り
観

測
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）

十
二
月
に
は
測
候
所
管
内
に
山
岳
観
測
史
上
、
最
深
積
雪
世
界

一
の
記
録
を
持
つ
伊
吹
山
観
測
所
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

で
は
身
近
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
日
々
の
生
活
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
天
気
予
報
が
普
及
し
た
の
も
、
こ
の
測
候
所
が
で
き
て

か
ら
の
こ
と
で
す
。
彦
根
測
候
所
は
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九

年
）
に
国
営
移
管
さ
れ
て
県
営
の
時
代
を
終
え
ま
す
が
、
現
在

も
彦
根
地
方
気
象
台
と
し
て
そ
の
使
命
を
引
き
継
ぎ
、
私
た
ち

の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
展
示
で
は
、
県
内
の
気
象
事
業
が
大
い
に
発
達
し
た

彦
根
測
候
所
の
県
営
時
代
の
様
子
に
つ
い
て
、
県
の
歴
史
的
文

書
か
ら
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
彦
根
地
方
気
象

台
か
ら
も
関
連
す
る
天
気
図
や
写
真
な
ど
貴
重
な
資
料
を
提

供
頂
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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【展示概要】 

【
展
示
概
要
】 

期
間 

令
和
二
年
一
月
二
十
七
日
（
月
）
～
三
月
二
十
六
日
（
木
） 

日
時 

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
） 

 
 

午
前
九
時
～
午
後
五
時 

会
場 

県
政
史
料
室
（
滋
賀
県
庁
新
館
三
階 

県
民
情
報
室
内
） 

内
容 

滋
賀
県
歴
史
的
文
書
等
二
十
四
点
（
複
製
含
む
）
お
よ
び 

 
 
 

彦
根
地
方
気
象
台
協
力
に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示
ほ
か 
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県
彦
根
測
候
所
の
時
代 

  

明
治
二
十
年
、
気
象
台
測
候
所
条
例
に
基
づ
き
、
内
務
省
よ

り
全
国
各
地
へ
の
測
候
所
の
設
置
が
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
本
県
へ
の
設
置
も
決
ま
り
、
県
は
地
方
測
候
所
事
務
取

調
委
員
を
任
命
し
、
そ
の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。 

明
治
二
十
三
年
十
月
、
第
七
回
勧
業
諮
問
会
が
開
催
さ
れ
、

測
候
所
の
設
置
に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
ま
し
た
。
諮
問
案
で
は
、

「
農
業
、
衛
生
、
治
水
」
の
三
者
か
ら
早
急
な
測
候
所
設
置
の

必
要
性
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
（
史
料
①
）。 

諮
問
会
の
翌
月
か
ら
始
ま
っ
た
県
会
で
は
、
次
年
度
予
算
案

の
勧
業
費
中
に
、「
百
般
ノ
業
務
ヲ
保
護
」
し
う
る
測
候
所
の

設
置
費
用
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
「
一
県
ノ
経
済
上

不
得
止
ノ
点
ヨ
リ
之
ヲ
削
除
」
と
、
否
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す

（
史
料
②
）。
さ
ら
に
、
翌
年
の
予
算
案
で
も
否
決
さ
れ
、
よ
う

や
く
明
治
二
十
五
年
の
県
会
で
翌
二
十
六
年
度
の
地
方
税
勧

業
費
と
し
て
賛
同
が
得
ら
れ
た
の
で
し
た
。 

以
上
の
経
緯
に
よ
り
、
明
治
二
十
六
年
十
月
一
日
、
県
彦
根

測
候
所
は
観
測
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
初
の
庁
舎
は
木
造
平
屋

建
て
で
、
設
置
に
伴
い
新
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
七
年
に
は

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
現
在
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
中
央
塔
屋
四
階
建
て
の
庁
舎
に
改
築
さ
れ
ま
し
た

（
史
料
④
）。 

彦
根
地
方
気
象
台
は
、
設
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
同
じ
場

所
で
観
測
を
続
け
る
気
象
台
で
す
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
場
所

が
気
象
台
（
測
候
所
）
に
適
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
史
料

③
は
、
明
治
四
十
二
年
の
地
方
測
候
所
の
場
所
に
関
す
る
文
部 

 
②「勧業費決議上申｣明治23年12月8日 

【明き15（12）】 

④「（写真）彦根測候所｣昭和12年頃【昭こ39（6-1）】 

①「測候所設置の件（第７回勧業諮問会諮問案）」 
明治23年9月24日【明て61合本3（30）】 

③「地方測候所の場所について｣ 明治42年2月26日 
【明あ223合本3（25）】 

や
む
を
え
ざ
る 

 
 
 
 
 
 

こ
れ 
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省
か
ら
の
通
牒
で
す
。
観
測
上
障
害
と
な
る
も
の
が
な
く
、
管

轄
の
全
境
界
ま
で
の
距
離
が
で
き
る
だ
け
均
等
に
な
る
よ
う

な
場
所
が
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

測
候
所
管
内
に
は
い
く
つ
も
の
観
測
所
が
あ
り
、
そ
こ
で
各

地
の
観
測
デ
ー
タ
を
記
録
し
、
測
候
所
へ
集
約
し
て
い
ま
し
た

（
史
料
⑤
）。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
伊
吹
山
観
測
所
で
す
。
大
正
七

年
十
二
月
に
県
知
事
森
正
隆
が
高
層
観
測
の
必
要
性
を
提
唱

し
、
長
浜
市
の
下
郷
伝
平
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
長
本
山
彦
一
の

寄
付
を
得
て
竣
工
、
翌
年
一
月
一
日
に
観
測
を
開
始
し
ま
し
た

（
史
料
⑥
）。
同
観
測
所
は
、
昭
和
四
年
五
月
十
八
日
、
彦
根
測

候
所
よ
り
も
一
足
先
に
国
営
移
管
さ
れ
、
中
央
気
象
台
附
属
伊

吹
山
測
候
所
と
な
り
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
に
廃
止
さ
れ
る

ま
で
、
休
み
な
く
観
測
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。 

速
報
性
の
求
め
ら
れ
る
気
象
観
測
業
務
を
支
え
て
い
た
も

の
の
一
つ
が
、
電
信
技
術
に
よ
る
気
象
電
報
で
す
。
気
象
電
報

と
は
、
中
央
気
象
台
と
測
候
所
な
ど
の
間
で
送
受
信
す
る
、
独

自
符
号
や
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
電
報
の
こ
と
で
、
定
期
電
報
や

予
報
電
報
、
天
気
電
報
な
ど
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
史
料
⑦
は
、

そ
の
取
扱
規
則
で
す
。 

昭
和
十
三
年
か
ら
、
気
象
事
業
が
「
航
空
軍
事
上
益
々
重
要
」

と
な
っ
た
た
め
全
国
の
測
候
所
の
国
営
化
が
進
め
ら
れ
、
同
十

四
年
に
は
す
べ
て
の
測
候
所
を
国
営
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
本
県
も
、
同
年
十
月
一
日
の
移
管
期
日
に
県
彦
根
測
候

所
を
廃
止
し
、
測
候
所
所
属
の
財
産
は
す
べ
て
中
央
気
象
台
へ

寄
付
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
（
史
料
⑧
）。
当
初
の
予
定

よ
り
も
一
か
月
遅
れ
た
も
の
の
、
昭
和
十
四
年
十
一
月
一
日
、

彦
根
測
候
所
は
国
営
移
管
さ
れ
、
こ
の
日
を
以
て
国
内
の
す
べ

て
の
測
候
所
は
国
営
と
な
り
ま
し
た
。 

 

⑤「管内気象観測所の位置｣大正15年6月26日 
【大あ58（20）】 

 

⑧「地方測候所国営移管に関する件｣ 昭和14年7月13日
【昭た503合本1（6）】 

⑦「気象電報取扱規則」明治25年5月 
（国立国会図書館所蔵） 

⑥「伊吹山観測所気象観測開始｣ 
大正8年（1919）1月15日【大あ41（5）】 
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県
測
候
所
の
し
ご
と 

  

こ
こ
で
は
、
実
際
に
彦
根
測
候
所
が
ど
の
よ
う
な
業
務
を
行

っ
て
い
た
の
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
一
つ
目
が
、
気
象
観
測
業
務
で
、
測
候
所
お
よ
び
管
内

の
観
測
所
で
は
様
々
な
気
象
観
測
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
史

料
⑨
は
、
大
津
観
測
所
の
気
象
観
測
表
で
す
。
そ
の
日
の
天
気

や
雨
量
、
風
向
・
風
力
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

史
料
⑩
は
、
昭
和
十
一
年
時
点
に
お
け
る
管
内
の
最
深
積
雪

量
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
伊
吹
山
観
測
所

で
、
昭
和
二
年
二
月
十
四
日
に
一
一
・
八
二
ｍ
の
積
雪
が
観
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
の
山
岳
観
測
史
上
、
最
深
積
雪

世
界
一
と
し
て
、
今
で
も
そ
の
記
録
は
破
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

日
本
は
地
震
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
測
候
所
設
置
の

翌
年
、
明
治
二
十
七
年
か
ら
彦
根
で
も
地
震
観
測
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
史
料
⑪
は
、
明
治
四
十
二
年
八
月
十
四
日
の
姉
川
地

震
発
生
後
、
彦
根
測
候
所
が
そ
の
地
震
観
測
の
記
録
を
報
告
し

た
も
の
で
す
。
地
震
発
生
は
午
後
三
時
三
十
一
分
で
、
発
生
直

後
の
揺
れ
に
よ
り
地
震
計
が
故
障
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

明
治
四
十
年
か
ら
、
彦
根
測
候
所
は
琵
琶
湖
の
科
学
的
調
査

に
乗
り
出
し
ま
す
。
測
候
所
が
琵
琶
湖
の
調
査
を
行
っ
て
い
た

こ
と
は
意
外
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
史
料
⑫
は
、
そ
の

調
査
結
果
を
も
と
に
作
製
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
琵
琶
湖
の
水

深
図
で
す
。
同
四
十
三
年
開
催
の
日
英
博
覧
会
で
出
展
す
る
琵

琶
湖
の
模
型
を
作
製
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
測
候
所
が
県

に
提
出
し
た
も
の
で
す
。 

ま
た
、
測
候
所
の
事
業
内
容
に
は
太
陽
の
観
測
と
い
う
項
目 

 

⑨「大津観測所気象観測表｣明治25年～昭和10年 
【明ね12、明た45、大ね9】 

⑩「伊吹山観測所最深積雪量の記録（昭和2年2月14日観測）｣ 
昭和11年12月【昭た502（2）】 

⑪「姉川地震における測候所の観測及び余震｣ 
 明治42年【明ふ162合本1（4）】 

 

⑫「琵琶湖の水深図｣明治42年8月3日 
【明て84合本1（14）】 
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も
あ
り
、
日
射
の
観
測
や
太
陽
黒
点
の
観
測
な
ど
も
行
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
昭
和
十
一
年
六
月
十
九
日
に
日
本
で

日
食
が
観
測
さ
れ
た
と
き
に
は
、
彦
根
測
候
所
も
数
分
ご
と
に

写
真
を
撮
り
、
気
圧
や
気
温
、
雲
量
な
ど
の
詳
細
な
観
測
記
録

を
残
し
て
い
ま
す
（
史
料
⑬
）。 

 

と
こ
ろ
で
、
国
友
一
貫
斎
と
い
う
人
物
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
彼
は
、
安
永
七
年
に
坂
田
郡
の
幕
府
御
用
鉄
砲
鍛
冶
職
の

家
に
生
ま
れ
、
そ
の
独
創
性
と
卓
越
し
た
技
術
を
以
て
、
多
く

の
新
武
器
、
新
器
具
の
考
案
発
明
に
成
功
し
ま
し
た
。
そ
の
ひ

と
つ
が
、
既
存
の
も
の
よ
り
も
性
能
の
良
い
天
体
観
測
用
望
遠

鏡
で
、
国
友
は
こ
の
望
遠
鏡
で
太
陽
黒
点
の
観
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
（
史
料
⑭
）。
こ
の
よ
う
な
先
人
の
技
術
も
本
県
に
は

あ
っ
た
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
測
候
所
は
さ
ま
ざ
ま
な
観
測
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
観
測
は
記
録
を
残
す
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

結
果
は
様
々
な
事
業
に
活
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
農
事
試
験
場
の
移
転
場
所
を
決
定
す
る
際
に
は
、

県
内
の
気
象
特
性
に
鑑
み
、
本
県
の
農
耕
代
表
地
に
つ
い
て 

 

助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
（
史
料
⑮
）。 

ま
た
、
昭
和
三
年
、
大
嘗
祭
の
悠
紀
斎
田
に
滋
賀
県
が
選
ば

れ
、
県
内
で
斎
田
選
定
の
た
め
の
各
種
調
査
が
は
じ
ま
る
と
、

彦
根
測
候
所
も
候
補
地
の
気
象
関
係
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
最

終
的
に
斎
田
に
決
定
し
た
野
洲
郡
三
上
村
に
つ
い
て
は
「
管
内

ニ
テ
最
モ
高
温
（
十
五
度
以
上
）
ノ
地
域
デ
ア
ル
カ
ラ
最
適
ノ

候
補
地
」
と
報
告
し
て
い
ま
す
（
史
料
⑯
）。 

 

他
に
も
、
蚊
と
気
象
の
関
係
調
査
、
松
茸
と
気
象
の
関
係

調
査
、
小
鳥
の
囀
る
期
日
と
気
候
変
化
の
研
究
な
ど
、
様
々

な
観
測
や
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

⑬「日食観測写真｣昭和11年6月19日【大た75合本4（43）】 

⑯「斎田気象関係調査復命書｣ 
昭和3年3月6日【昭た452（11）】 

 

⑭「国友一貫斎の太陽観測図｣昭和15年頃 

【昭こ371合本1（3-3）】 

⑮「気象上より観察したる農耕代表地｣ 
大正15年頃【大た73（27-2）】 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

ゆ
き
さ
い
で
ん 

 

さ
え
ず 
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天
気
予
報
の
は
じ
ま
り 

 

今
で
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
ネ
ッ
ト
で
身
近
に
知
る
こ
と
が
で

き
る
天
気
予
報
で
す
が
、
現
在
の
よ
う
な
科
学
的
観
測
に
基
づ

く
予
報
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
近
代
以
降
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま

で
は
、
人
々
は
日
々
の
雲
や
空
の
様
子
を
見
て
、
過
去
の
天
気

を
参
考
に
し
た
う
え
で
今
後
の
天
気
を
予
想
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
先
人
た
ち
の
知
恵
は
、「
湖
中
鼓
ヲ
撃
ツ
ガ
如
キ
聲

ア
ル
ハ
降
雨
ノ
徴
ナ
リ
」
と
い
っ
た
諺
な
ど
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
（
史
料
⑰
）。 

本
県
の
天
気
予
報
は
、
ま
ず
気
象
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
農

業
上
重
要
な
、
養
蚕
期
間
と
出
穂
期
（
九
月
一
日
頃
）
に
限
っ

て
発
表
さ
れ
ま
し
た
（
史
料
⑱
）。
し
か
し
、
ま
だ
ラ
ジ
オ
な
ど

も
な
か
っ
た
の
で
、
該
当
期
間
の
天
気
予
報
は
、
彦
根
測
候
所

よ
り
各
郡
役
所
へ
通
報
さ
れ
、
郡
役
所
が
公
衆
へ
周
知
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。 

ラ
ジ
オ
が
な
か
っ
た
時
代
、
天
気
予
報
を
周
知
す
る
方
法
の

ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
が
、
信
号
旗
の
掲
揚
で
す
。
明

治
三
十
六
年
か
ら
、
彦
根
測
候
所
で
も
採
用
さ
れ
、
構
内
に
掲

揚
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
史
料
⑲
）。
こ
れ
は
、
風
向
が

三
角
旗
、
天
気
は
長
方
旗
、
気
温
の
変
動
は
三
角
長
旒
（
り
ゅ

う
）
を
用
い
、
予
報
内
容
を
晴
れ
は
「
白
」、
曇
り
は
「
赤
」、

雨
は
「
青
」、
雪
は
「
緑
」
な
ど
の
色
分
け
で
掲
示
す
る
も
の
で

し
た
（
史
料
⑳
）。
旗
は
測
候
所
以
外
に
も
彦
根
町
内
に
十
数

か
所
の
ほ
か
、
大
津
市
役
所
な
ど
に
も
掲
揚
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

測
候
所
は
天
気
予
報
普
及
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
十
一
年
刊
行
の
『
天
気
図
の
解 

 

⑰「天気予考に係る古諺俚語等取調書」 
明治17年10月21日【明う135合本2（94）】 

 

⑱「養蚕期及210日前後の天気予報について」 
明治35年4月28日【明い212合本1（120）】 

⑲「彦根測候所構内に暴風警報、天気予報掲示の件」 
明治36年7月11日【明い238合本2（6）】 

⑳「気象信号標式」昭和11年【大た75合本4（4）】 

こ
え 
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説
』
で
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
啓
発
ポ
ス
タ
ー
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
（
史
料
㉑
）。「
天
気
気
象
を
巧
み
に
利
用
す
る
者
は
成

功
」「
天
気
気
象
の
利
用
を
知
ら
ざ
る
者
は
失
敗
」
と
、
天
気
予

報
や
警
報
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

で
は
、
当
時
の
天
気
予
報
は
ど
の
ぐ
ら
い
当
た
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
昭
和
十
年
の
事
業
報
告
書
に
、
天
気
予
報
の
適

中
率
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
天
気
予
報
の
当
た
り
は

ず
れ
は
、
正
中
、
偏
中
、
不
中
の
三
段
階
に
分
け
ら
れ
判
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
的
中
率
は
季
節
に
よ
り
変
動
は
あ
る
も
の
の
、

お
よ
そ
風
向
が
八
八
％
、
天
気
が
八
九
％
程
度
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
（
史
料
㉒
）。 

 

こ
の
よ
う
に
、
測
候
所
が
普
及
に
努
め
、
精
度
も
そ
れ
ほ
ど

悪
く
な
か
っ
た
天
気
予
報
で
す
が
、
一
時
期
、
公
表
が
中
止
さ

れ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
戦
時
中
、
気
象
情
報
が
航

空
戦
術
上
重
要
な
も
の
と
し
て
、
機
密
扱
い
と
な
っ
た
か
ら
で

す
。 

 

史
料
㉓
は
、
日
中
戦
争
下
に
お
い
て
、
軍
事
上
の
機
密
に
よ

り
地
方
天
気
予
報
、
地
方
気
象
特
報
、
地
方
暴
風
警
報
、
天
気

図
配
布
、
及
び
ラ
ジ
オ
放
送
を
当
分
中
止
す
る
こ
と
を
知
ら
せ

る
文
書
で
す
。
ま
た
、
中
央
気
象
台
で
は
気
象
情
報
の
機
密
性

を
保
つ
た
め
に
無
線
発
信
回
数
を
倍
増
し
、
時
刻
と
暗
号
も
変

え
て
、
真
・
偽
の
情
報
を
流
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
の
太
平
洋
戦
争
開
戦
に
伴
い
気

象
管
制
が
実
施
さ
れ
る
と
、
こ
れ
が
解
除
さ
れ
る
昭
和
二
十
年

八
月
十
五
日
ま
で
、
気
象
通
知
電
報
や
天
気
図
の
発
行
な
ど
が

中
止
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
暴
風
雨
に
対
し
て
は
、「
特
令
暴
風
警
報
」
を
発
表
し
一

般
に
周
知
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
（
史
料
㉔
）。 

 

㉓ ｢軍機により天気図等中止｣昭和13年5月28日 
【大た74合本1（8）】 ㉑ ｢天気予報の啓発ポスター｣ 

昭和11年3月28日【大た75合本4（6）】 

㉒ ｢天気予報の適中率｣昭和10年【大た75合本4（5）】 
㉔ ｢特令暴風警報は公表のこと｣ 

 昭和17年9月28日【昭お66（8）】 
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Tel 077-528-3126 

Fax 077-528-4813 

Mail kenmin-j@pref.shiga.lg.jp 

 

本展示の開催にあたりましては、彦根地方気象台のみなさまから

ご助言、ご協力を賜りました。厚くお礼申し上げます。 

気象信号旗クイズ 

テレビもなく、新聞やラジオの天気予報もあまり普及していなかった時代、日々の天気予報は測候所構

内や役所に掲揚される旗で公衆へ知らされていました。 

以下の旗がどのような天気を表しているのか、展示史料のなかからぜひ答えを探してみてください。 

1 2 3 

4 5 6 

7 
8 

☆ヒント☆ 

長方旗は天気、三角旗は

風向、三角長旗は気温、 

を表しています。 

赤 
緑 白 

青 

青 
×
緑 

青×赤 
赤×青 

白
×
青 

赤 
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